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３・１ビキニデーでの確信力に、報告会、署名行動、非核日本宣言運動、被爆者援護連帯活動など、各地で行動
がつよめられています。 

 
 
 
  

長崎県原水協は３月７日、ビキニデー集会・報告集会をひらき、柴

田代表理事はじめ、民医連、新婦人などから 24人が参加。ビキニデ
ー参加者５人が映像に沿って報告しました。 
代表からは、「長崎に生まれ育ちながら、自分がどんなに無知なの

かを思い知らされた。大石さんの被爆体験を聞き、核兵器の見えない

恐ろしさを感じ、核兵器は廃絶しかないと強く思った。自分が学習し

て多くの人に伝えて行きたい」、「３年連続参加したが、毎年勉強にな

る」などの報告があり、報告を聞いた参加者からは「スライド報告は

分かりやすかった。東富士を見て腹が立ったし、原水爆禁止運動の原点を思い起こした」などの感想が出され

ました。長崎県原水協は翌８日、鉄橋で「原爆症認定制度改定」を求める署名を行い、民医連を中心に 12人
が参加。136筆の署名が集まり、被爆二世の男性から「頑張ってください」と募金が寄せられました。 
 

 
 
宮城県原水協は３月６日、仙台市の繁華街で、す

みやかな核兵器の廃絶を求める署名行動を行いまし

た。連続 196 回目の「６・９行動」には、松野豊、
真壁寛一両代表理事と平和委員会、新日本婦人の会、

宮城民医連からあわせて 16人が参加しました。 
「卒業記念に反核平和の一筆」と署名する女性、

「ヒロシマ・ナガサキを忘れてはいけませんね。ごくろうさまです」と激励し

て署名する人たちなど 99人から署名が寄せられました。 
 

 
 
兵庫県原水協は３月６日夕方、神戸市中央区の元町商店

街で、核兵器廃絶などを訴える「６・９行動」を行いまし

た。中央区原水協の渡部昌武事務局長はじめ新婦人、兵商連、ＡＡＬＡ連帯委

員会、平和委員会などから参加した 13人が、「すみやかな核兵器の廃絶のため
に」署名と、原爆症認定制度の抜本的改正を求める緊急署名を訴えました。 
展示した被爆写真に見入っていた青年は、「こんなにひどいことをくり返し

たらだめですよね」と言いながら署名しました。この日の行動で、「核兵器廃

絶」署名が 89人分、原爆症署名が 64人分集められました。 
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